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この一時預かりでは、どんな理由でも短期間気軽に預けることのできる場所についてお聞きしました。一時預かり

一時預かりを利用したいか一時預かりを利用したいか

いいえ

はい
23%

77%

預けたいこどもの年齢預けたいこどもの年齢

5%
祖父

18%
父

17%
祖母 60%

母

利用頻度利用頻度

23%
20 代

56%
30 代

17%
40 代

2%50 代
2% 60 代

「いいえ」の回答の理由
・母以外の人は「いいえ」と回答すること
　が多かった。
・近くに誰か預かってくれる人がいる
  (祖父母、兄弟等)はいいえと回答していた。

利用時間利用時間

4%

2%2%

78%
月１回

14%
週１～２回

週３～４回

週５日以上 ３ヶ月に１回

利用目的がどうしようもない用事 ( 検診、市役
所の手続き等 ) の時、安く済ませたいため、で
きるだけ短時間の利用がしたい。利用目的が自
分のリフレッシュのための時、気分転換のため、
ある程度まとまった時間で利用してたい。

週 3～4 日は仕事が理由の場合が多い。
月に 1 回、週に 1 回は自分の時間をもち
たいことが多い。週1～2回は病院や検診、
市役所の用事、上の子どもの行事などの
理由が多い。

0～2 歳が多かったのは、アンケート対象
がこの年齢の子どもをもつ母親だったた
め。どの年齢にも変わらず預かってほし
いニーズはあると考えられる。

こどもを預けている間にしたいことこどもを預けている間にしたいこと 施設を選ぶ際に重視すること施設を選ぶ際に重視すること

病院

31%

17%
美容

13%
買い物

12%
家事
9%
仕事

9%
趣味
3% 3% 3%ランチ 資格等の勉強 その他

スタッフの人柄

19%
安全面

19%
13%
急な予約への対応

13%
衛生面9%

スタッフの育児経験

8%
スタッフの保育の知識

7%
安価

5%
自宅から近い

4%
0歳児が預けられる 3%その他
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アンケート分析 本章では、アンケートのクロス集計（複数の設問を縦横に掛け合わせて集計）し、国勢調査などの既存の調査を元に分析を行った
結果の見解を整理します。 様々な設問に対してクロス集計を行った結果、「同居世代数別 子育て満足率」について下記の結果が
見えてきました。

1.震災によって子どもを預けるコミュニティ（祖父母、近所）がなくなった

2.震災によって子どもを産むことのできる世代（15~49歳の女性）が減っている

※1: 全人口：73,489 人、40~70 代：42,565 人【震災前の国勢調査（H22）】 ※2: 犠牲者数は、死者数・災害関連死・行方不
明者数の総数を示す。 ※3:市内総数：1,243人、40~70代：812人【気仙沼市発表】 ※4:全人口：64,988人、40~70代：38,081人【震
災後の国勢調査（H27）】 ※5 :H27 宮城県全人口：2,333,899 人、宮城県 40~70 代：1,176,031 人）50.4%【国勢調査（H27）】 
H22 宮城県全人口：  2,348,165 人、宮城県 40~70 代：1,154,761 人）49.2%【国勢調査（H22）】 ※6:「子供の有無・数別夫
婦のいる一般世帯」  宮城県平均：69.6%。気仙沼市：75.9% 【H27 国勢調査 宮城県震災復興企画部統計課発刊の報告書 別表 5】

～

地域の課題　まず同居世代数別の「気仙沼市が子
育てがしやすい環境だと思えるか？」という回答
結果に３世代同居と２世代同居で「緑塗りつぶし」
（7%）の通り差が出てきました。その原因として
「家事育児をする上でに特に大変なことはなんで
すか」という設問に対して３世代同居と２世代同
居を比べた場合、「青色塗りつぶし」の項目であ
る「手伝ってくれる人がいない」という回答を「３
世代世帯」が 7%、「２世代世帯」が 36% という
大きな差です。なお、その他の項目では比率に大
きな開きはありませんでした。

課題が生まれる理由　大きく分けると２点ありま
す。１点目：子どもをみてくれる祖父母世代
（40~70 代）が震災によって減った。震災前
（H22）は、40~70 代が全体の 57.9%（※1）となっ
ていましたが、震災により40~70代が犠牲者数（※
2）全体の65.3%（※3）となり、気仙沼市は災害によっ
て子どもをみてくれる祖父母代が他の世代よりも
減少しました。震災後（H27）では、40~70 代が

全体の 58.6%（※4）となっています。当該期間
において、日本全体の高齢化により、宮城県全
体の 40~70 代が 1.2% 増（※5）となっており
ますが、気仙沼市は災害前後で宮城県内と比べ
て 0.7% 増で、宮城県平均より祖父母世代が少
なくなっていることが見受けられました。
　２点目：コミュニティが分裂して子どもを預
けられる近隣の高齢者がいなくなった。地域コ
ミュニティの強い気仙沼市では、震災前は祖父
母世代に預けられなかった２世代同居世帯も近
隣の高齢者に預けることが多かったです。しか
し、震災によってコミュニティが分裂してしま
い、１点目の３世代同居世帯も２世代同居世代
も、信用を置ける人に子どもを預けることが出
来なくなってしまいました。実際、気仙沼市内
における国勢調査の居住期間「５年未満」とい
う回答が震災前（H22）14.1% だった結果が震
災後（H27）は 28.2% になっています。

地域の課題　気仙沼市に残っている子どもを産む
ことのできる世代（15~49 歳の女性）も、子ども
がいなかったり１人しか生まない夫婦が多く、被
災地沿岸部はワースト8位のうち6市町村となり、
気仙沼市は被災地沿岸の中でもワースト 2 位（県
内ワースト３位）（※6）となっています。

課題が生まれる理由　上記 1~3 に類する気仙沼市
における子育てが心理的・体力的に負担であるこ
とが原因であると推察しています。当事者である
絵本カフェの子育てママは同様の回答を持ってい
ます。

地域の課題　気仙沼市では旧気仙沼市・唐桑町・
本吉町の時代から総人口の減少率における 15~49
歳の女性の人口の減少率は大きかったですが、震
災後さらに深刻化しています。下表のとおり、震
災前後での気仙沼市の総人口は 11.6% 減でした
が、子どもを産むことのできる世代（15~49 歳の
女性）は 20.0% 減です。

課題が生まれる理由　子どもを産むことのでき
る世代（15~49歳の女性）の一部ではありますが、
気仙沼市震災復興企画部が H26.2 行った高校生
（15~18 歳）向けアンケート調査では、6 割近い
学生が進学後も気仙沼市への帰郷、定住を考え
ていますが、そのための必要な要素として１番
に「職種の幅、給料」、２番に「娯楽施設、ショッ
ピング」が挙げられています。3.「震災によっ
て子どもを２人以上産まなくなった」



-近隣地域の幼稚園、保育園以外にこどもを預かってくれる場所-

市外の地域の視察

近くに提携病院があり、保健所、消防ともしっかり連携して
いた。緊急の時の対策を考えることが大切だと思った。/ 補
助金なしでの民間施設であったが、料金が高くなく、利用し
やすいと感じた。/ カフェで食事を楽しんでいる間にこども
を預けることができ、同じ建物内でリフレッシュできる。 

Cafe&Living Uchida 
所在地　　岩手県奥州市
定員　　　12 名
建物　　　1階 : カフェ兼託児所　2階 : 古道具店　　　
　　　　　3階 : オフィス兼ギャラリースペース
資金　　　自主財源 
従業員　　保育士 4名　補助スタッフ 1名
料金　　　一時預かり　2時間 1500 円　4 時間 2500 円
　　　　　8時間 5000 円   カフェ利用の場合　1時間　
　　　　　500 円 ( 外出不可 )  ＊月極預かりは要相談

ワークショップスペースやカフェが併設しており、ママの
居場所があって素敵だった。/ こどもを連れて働けるところ
が参考になった。 時給は保育士 950 円、一般 800 円。( こど
もを連れて出勤する場合は託児料として－50 円 ) 

ichi 
所在地　　福島県いわき市
建物　　　元医院の平屋
　　　　　( カフェとワークショップスペースが併設 ) 
　　　　　3階 : オフィス兼ギャラリースペース
資金　　　自主財源 
従業員　　保育士が主 ( 資格の有無は問わない ) 
料金　　　見守り託児　1時間500円(カフェ利用に限る) 
　　　　　完全託児　1時間 700 円

預かりだけでなく、自宅訪問して沐浴や家事手伝いをし
ており、ママたちの困りごとをサポートできていると感じ
た。/出張託児は、託児の存在を知ってもらうためにもよい
と感じた。/ 柵つきの広い庭があり、外でも遊べるとこ
ろがよかった。

チャイルドケアサービスも・も
所在地　　宮城県石巻市 
建物　　　平屋の戸建住宅 ( 借家 )
資金　　　自主財源 
従業員　　保育士1名、ベビーシッターの資格を持つ3名 
料金　　　入園登録料　5000円 / 年 
　　　　　一時預かり　800~1,500 円
　　　　　( 曜日、年齢、時間によって異なる ) 
　　　　　月極預かり　32,000 円 ~45,000 円
　　　　　( 年齢によって異なる )

仙台市内だけでなく、仙台に遊びに来たママたちも預
けられるところがよいと感じた。
スタッフが多く、安心感があった。

のびすく 泉中央
所在地　　宮城県仙台市泉区 
定員　　　9名 
建物　　　泉図書館内 
資金　　　仙台市からの委託
従業員　　9名 ( シフト制　
　　　　　常時保育士 2名、補助スタッフ 1名がいる ) 
料金　　　一時預かり　1時間 600 円
　　　　　( 以後 30 分ごとに 300 円 ) 
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気仙沼の空き家事情

アパートを探したけれど、
なかなか 1人暮らし用が見つからず
あるのはファミリー用。
家賃も 4-5 万以上するところばかりで。。。

隣の家、親戚のおばちゃんが
一人で住んでいたんだけど、
介護施設に入ったから
もうすぐ空き家になるんだ。

自分もこどもたちも今は仙台に住んでいて
もう戻ってはこないんだ。
誰かに貸したいと思ってるんだけど、昔の荷物
がそのままになってるから、その辺わかって
くれる人がいればなあ。

初めての一人暮らし。
知っている人はほとんどいないし、
車も持ってないし、不安がいっぱい。

聞こえてきた声 架
け
橋
で
見
え
て
き
た

可
能
性

気仙沼には空き家がたくさんあるのに、
移住してくる子やママたちは家や活動場所に困っている。

空き家がうまく活用できない理由は何だろう？
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空き家調査

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

①　紹介者：絵本カフェお客様
　　物件情報：平屋、3部屋くらい、１～２年前から空き家
　　活用困難な理由：物件が小さく古い。

②　紹介者：シェアハウス同居人
　　物件情報：2階建て、5年ほど前より空き家
　　活用が困難な理由：：所有者の連絡先がわからなかった。

③　紹介者：ゲストハウス近隣住民 Tさん
　　物件情報：2階建て、1年ほど前より空き家
　　活用困難な理由：室内の私物がそのままになっているから。

①　紹介者：絵本カフェお客様
　　物件情報：平屋、3部屋くらい、１～２年前から空き家
　　活用困難な理由：物件が小さく古い。

②　紹介者：シェアハウス同居人
　　物件情報：2階建て、5年ほど前より空き家
　　活用が困難な理由：：所有者の連絡先がわからなかった。

③　紹介者：ゲストハウス近隣住民 Tさん
　　物件情報：2階建て、1年ほど前より空き家
　　活用困難な理由：室内の私物がそのままになっているから。

⑦　紹介者：移住定住支援センタースタッフ
　　物件情報：2階建て、先月まで人が住んでいた
　　活用困難な理由：改修が不可の物件だったから。

⑧　紹介者：絵本カフェスタッフ旦那さん
　　物件情報：2階建て、8部屋、リフォーム済み
　　活用困難な理由：市街地からの距離が離れすぎきているから。

⑦　紹介者：移住定住支援センタースタッフ
　　物件情報：2階建て、先月まで人が住んでいた
　　活用困難な理由：改修が不可の物件だったから。

⑧　紹介者：絵本カフェスタッフ旦那さん
　　物件情報：2階建て、8部屋、リフォーム済み
　　活用困難な理由：市街地からの距離が離れすぎきているから。

⑨　紹介者：ゲストハウス利用者Aさん
　　物件情報：Aさんの実家
　　活用困難な理由：物件が小さく古かったから。

⑩　ゲストハウス利用者Aさん
　　物件情報：Aさんの親戚の家　　
　　活用困難な理由：道路が細く車でのアクセスが難しいから。

★　紹介者：近隣幼稚園の先生 (Bさん )
　　物件情報：2階建て、3年ほど前より空き家
　　家の状態良好、市街地にある、大家さんの理解が得られた。
　    →活用できる物件だと判断。賃貸契約を結ぶ。

⑨　紹介者：ゲストハウス利用者Aさん
　　物件情報：Aさんの実家
　　活用困難な理由：物件が小さく古かったから。

⑩　ゲストハウス利用者Aさん
　　物件情報：Aさんの親戚の家　　
　　活用困難な理由：道路が細く車でのアクセスが難しいから。

★　紹介者：近隣幼稚園の先生 (Bさん )
　　物件情報：2階建て、3年ほど前より空き家
　　家の状態良好、市街地にある、大家さんの理解が得られた。
　    →活用できる物件だと判断。賃貸契約を結ぶ。

④　紹介者：ゲストハウス利用客O・Tさん
　　物件情報：2階建て、数ヶ月前より空き家
　　活用困難な理由：持ち主が亡くなられたばかりだったから。

⑤　紹介者：ゲストハウス近隣住民Cさん
　　物件情報：平屋、元お菓子屋さん、半年ほど前より空き家
　　活用困難な理由：持ち主が亡くなられたばかりで、本家であるから。

⑥　紹介者：シェアハウス同居人
　　物件情報：2階建て、駐車場 6台、庭付き
　　活用困難な理由：老朽化が激しく改修が困難だったから。

④　紹介者：ゲストハウス利用客O・Tさん
　　物件情報：2階建て、数ヶ月前より空き家
　　活用困難な理由：持ち主が亡くなられたばかりだったから。

⑤　紹介者：ゲストハウス近隣住民Cさん
　　物件情報：平屋、元お菓子屋さん、半年ほど前より空き家
　　活用困難な理由：持ち主が亡くなられたばかりで、本家であるから。

⑥　紹介者：シェアハウス同居人
　　物件情報：2階建て、駐車場 6台、庭付き
　　活用困難な理由：老朽化が激しく改修が困難だったから。

階
上
エ
リ
ア

大
谷
・
津
谷
エ
リ
ア

市
街
地
エ
リ
ア

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

大家さんが見つからない、建物内に遺品等が残っている等。

アクセスが悪い、立地条件が悪い、建物の老朽化が激しい等。

【空き家はあるが活用が難しい理由】
大家側の理由

物件側の理由

★

★
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生まれも育ちも気仙沼！ただ今、イタズラ大好き
な息子２人を育てています。
お腹には３人目を妊娠中です。
ママ達の交流の場であったり、こどもが友達と遊
ぶ場で、お互いにリフレッシュになるような託児
施設を作りたいと思い、沢山の笑顔の時間が増え
ることを願っています。私もこどもたちと楽しく
過ごしていきたいと思います。

熊谷 春美
絵本カフェ架け橋

特定非営利活動法人Cloud JAPAN　代表理事

田  中       惇  敏  
  T a n a k a     　     A t s u t o s h i

子どもよりも子どもの代表。
頼って頼られての精神でいくと、むしろ子どもから学ばせてもらっているのは私たちで
あり、成長させてもらっているのは私たちである。そういう意味では、子どもたちは変
革者たる当事者である。好きな言葉は、最後は愛が勝つ。将来の夢は、子ども5人に恵まれ、
気仙沼で一次産業 (農業、漁業、狩猟 )をすること。

気仙沼に移住してきて3年。元小児病院看護師。病院で働いている時にこどもの成長の
嬉しさと、子育ての大変さの両方を感じました。こどもも家族も健全に成長していくた
めには、ママの心が健康であることが大事。心のゆとりがないと、ママの笑顔がないと
子育てはうまくいかないと思っています。そういったゆとりを生み出すために、現場の
声を反映させた託児とママの居場所を作りたいと思っています。ここで子育てしたいと
誰もが思える気仙沼にしていきたいと思います。

特定非営利活動法人Cloud JAPAN　元理事

志  田       も  も  こ 
   S h i d a      　　　     M o m o k o

あつ

ももちゃん

気仙沼生まれ、育ちで３人の娘を育てながらカフェ
の代表、家事、子育てとバタバタした生活をして
います ( 笑 ) カフェを通して子育て中のママと交
流していく中で自分の時間を作るということの難
しさをよく耳にしました。わたしは周りの方が預
かってくれたり、子連れで仕事が出来るという恵
まれた環境にいて、子育てを楽しんでいます。わ
たしを助けてくれた人達の立場になりたいと思い
活動を始めました。

半沢 裕子
副代表理事

気仙沼生まれ。１９歳の時に妊娠・出産。４歳の
女の子と０歳の男の子がいます。自分が育児して
いくなかで、周りの方々の育児の仕方や接し方を
学んでいければと思います。ママとこどもの笑顔
を増やせるように頑張ります！

佐藤 華菜
絵本カフェ架け橋

スタッフ紹介
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現在 4 歳と 2 歳の元気いっぱいな息子達、旦那
の両親と同居しています。息子を出産後、家事
と育児と手いっぱいで家から出ないで引きこ
もっていました。絵本カフェで働くようになり、
多くのママ達に育児の相談にのってもらったり、
イベント等に出かけるきっかけをもらいました。
託児施設ができることで、ママ達の趣味や息抜
き・交流の場になり、リフレッシュした状態で子
育てを楽しんでいただけたらと思います。

尾形 幸
絵本カフェ架け橋 

気仙沼で、こども達のお母さんになり、７年目に
なりました。毎日楽しく、バタバタとすごしてお
ります。子育てをするうえで、ママにとってもこ
どもにとってもリフレッシュできる空間を作る事
はとても大切だと思っております。託児施設が子
育て中の方にとってよりよいものとなって欲しい
と思っております。

川元 悠依
絵本カフェ架け橋

気仙沼に嫁いで６年目になりました。現在３歳に
なる息子がいます。慣れない土地で子育てをする
上でどうしても誰かに頼らなければならないとき
が何度もありました。
託児施設を作ることで、気仙沼のママの子育てが、
もっと楽しく幸せな時間になることを願っていま
す。そしてわたし自身ももっと楽しく子育てをし
たいと思います。

鈴木 和海
絵本カフェ架け橋

生まれも育ちも気仙沼！一度も気仙沼を出たこと
がなく、気仙沼の良い所ばかりを吸収して生活し
てきました。
でも子育てを始めてから、あったら楽なのに。。と
思うことが増えてきました。その中の一つが託児
施設です。同じ思いの人が、気仙沼で楽しく子育
てが出来れば良いなと思います。

佐川 彩花
絵本カフェ架け橋

初めまして。新潟から移住して来ました！夜のゲ
ストハウススタッフをしています！
最近のマイブームは気仙沼に住む外国人に日本語
を教えること。絵本カフェのママやこどもたちに
は日々癒しと学びをもらっています。今はまだ自
分が絵本カフェの方に関わる時間は少ないですが
（食洗機としてでもいいので）共にする時間が増え、
いつの日かゲストハウスと絵本カフェが調和して
お互いがもっとハッピーになると良いなと思って
います！

小出 悟
NPO法人Cloud JAPAN理事
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助成団体
トヨタ財団「しらべる助成」
未来の担い手と創造する持続可能なコミュニティ-地域に開かれた仕事づくりを通じて-

協力団体
１）調査協力団体
気仙沼市役所　子ども家庭課

２）アンケート調査実施協力団体
気仙沼児童センター
学校法人あしのめ学園　葦の芽幼稚園
学校法人あしのめ学園　葦の芽星谷幼稚園
生活支援プロジェクトK ・ママの心と身体の健康サロン「ママのくつろぎタイム」
特定非営利活動法人ピースジャム
鹿折児童館
鮪立児童館
赤岩児童館
大島児童館

復興庁
2018 「新しい東北」復興ビジネスプランコンテスト「LIXIL 賞」受賞
空き家×託児×シェアハウス＝∞

発行元　特定非営利活動法人Cloud JAPAN
代表理事　　　田中惇敏
編集　　　　　絵本カフェ架け橋　スタッフ
デザイン　　　おかめデザイン
問い合わせ先　〈電話〉0226-29-6514
　　　　　　　〈メール〉　info@cloud-japan.org
URL　　　　　〈Cloud JAPAN〉http://cloud-japan.org/aboutus/
　　　　　　　〈絵本カフェ〉https://www.facebook.com/cafekakehashi/



発行日：2021年2月1日


